か、 先の ことな ど 墓場へ 突き 当る 以外に はちよ つと わ 

かりそう にもない。 

ダ ダイ ストと いう 奴 は ともかく ダダ 的に 文句 をい う 

ことが なによりも 嫌いな の だ。 つまり 一 呼吸の 間に 矛 

盾した 同時性が 含まれて いると いうよう な こと も その 

条件の 一 つ だが、 元来 ダダ にと つて は 一 切が ある せん 

すなの だから、 従ってい か 程 センチメンタル でも かま 

わない の だ。 メンタルと まちがえて は 困る よ。 

一九二 三年の 夏、 僕 は 昨年来から ある 若い 女と 同棲、 

X XXX の 結果、 精神 も 肉体 も はなはだしい 困憊 状態 

にお かれて 今までに 覚えの ない 位な 弱り 方 を 〔# 「弱 



で 異様な 男女の ハダ 力 ダンス を 一 踊りして、 それでも 

また 羞恥 (ダダ は シゥチ で 一 杯 だ) に 引き戻されて、 

慌てて 衣 物 を 取り出して K 町のと ある 路地の 〔# 「路 

地の」 は 底本で は 「路 次の 匕 突き 当りに ある 自分の 巣 ま 

で 飛び かえってく るまでの 間に は、 久しぶりながら ク 

ラ シック サン チマンに 襲われて 閉口した。 

幸い 老母 も 子供 も 女 も 無事だった が、 家 は 表現 派の 

ように 潰れて キ ユウ ビズム の 化物の ような 形 をして い 

た。 西側に あった 僕の 二階の ゴ ロネ 部屋の 窓から いつ 

も 眺めて 楽しんで いた 大きな 梧桐と 小さい トタン 張り 

の 平屋がなかったら、 勿論 ダダ イズムに なって いたの 



して まわる の も 一 興 だな どと 真実 考えに 耽っても みた 

りした。 

幸いに して K 町 は 火災 を 免れた が、 それでも 地震の 

被害 はかなり に 甚大だった。 僕の 知っていた 模範 青年 

の 妹が 潰されたり、 親友の 女工が 焼け死んだ りした。 

僕 は 季節外れの 震災 談 をしょう としてい るので はな 

いが、 ついでに ちょっと 思い出して いるば かりなの だ。 

そうだ、 僕 はこの 雑誌の 編輯 者から 伊藤 野 枝さん の 

「おもいで」 という 題 を 与えられて いたのだった。 伊 

藤 野 枝と も N 子と も 野 枝 君と もい わないで 僕 は 野 枝 さ 

ん という。 なぜなら、 僕の 親愛なる まこと 君が 彼女 I 



I 即ち まこと 君の 母で ある 伊藤 野 枝 君 を 常にそう 呼ん 

でい るから なの だ。 

僕が 野 枝さん のこと について なに か 書く の はこれ が 

恐らく 初めて だ。 これまで も 度々 方々 から 彼女に つい 

てな にか 書け という 注文 を 受けた が、 一度 も 書かな 

かった。 なにも 僕 はもった いぶって いた 訳で もなん で 

もなか つ たの だ。 ただ 書く 興味が 起こらな か つ たばか 

りなの だ。 去年 も 「怪 象」 で大杉 君が 自叙伝の 一節と 

して 例の 葉 山 事件 を 書いた 時、 それに 対して 神 近 君が 

痛烈な 反駁 をした 事が あつたが、 その 時 も 僕に 両方の 

批判 役と してな にか 書いて ほしいと いう ことだった が、 



僕に は 到底 そんな 芸は 出来ない ので 後免 を 蒙った 次第 

だった。 

僕 は そもそも 事件の 当初から いち 早く 逃げ出して、 

あるお 寺の 一 室に 立て籠り、 沈黙 三昧に 耽って 出来る 

だけ 世間と の 交渉 を 断絶した。 勿論 新聞 雑誌の 類 さえ 

一 切 見ず、 友人 達から も 自分の 行方 をく らまして いた- 

だから その後、 大杉 君ら の 生活の 上に どんな 事が 起 

こって、 どんな 風な 経過 をと つていた かとい うような 

ことに ついては 僕 は 一切 知り もせず、 また 知りたい と 

も 思わなかった。 僕 は ひたすら 自分の ことにの み 没頭 

していた。 僕が 一管の 尺八 を 携えて 流浪の 旅に 出た な 



どと 噂され たの も その 時分の 事だった。 

さて、 十日の 野天 生活 は 僕に 改めてい い 教訓 を 与え 

て くれた。 超人 哲学 詩人 はかって 「お前の 運命 を 愛せ」 

といった が、 僕 も それに 似通った 深い 感じ を させられ 

ながら 夜警と いう ものに 出たり などした。 

友達の こと も かなり 心配に なった が、 K 女のお 腹の 

ふくれて いる こと はさら に 厄介な 種であった。 僕 は 彼 

女に 時々 フク レ タリ ャと 呼んで いた。 フク レ タリ ャに 

野天 生活 をさせる こと は 衛生に とつ て あまり 好ましい 

ことで はない が、 入るべき 家が なければ 致仕 方が な い 。 

彼女 を 一時 彼女の 里へ 預ける ことにき め、 老母と 子 



供と を K 町から あまり 遠くない B 町の 妹のと ころへ 預 

けて 僕ら は 出発した のであった。 

途中の 話 は 略す が、 名 古屋で 彼女 を 汽車へ 乗せて 僕 

は 一人 だけ 残り、 それから 二、 三日して 大阪へ 下車し、 

そこで 取りあえず 金策に とりかかって 一 週間 程く らし 

た。 

夕方 道 頓堀を 歩いて いる 時に、 僕 は 初めて ァノ 号外 

を 見た。 地震と は 全然 異なった 強い ショックが 僕の 脳 

裡を かすめて 走った。 それから 僕 は 何気ない 顔つき を 

して 俗謡の ある 一 節 を 口ずさみながら 朦朧と した 意識 

に 包まれて 夕闇の 中 を 歩き続け ていた 〔# 「歩き続けて 



いた」 は 底本で は 「歩き 読け ていた 匕。 

妹の 家に 預けて ある まこと 君の こと を 考えて 僕は途 

方に くれた。 

それから 新聞 を 見る ことが 恐ろしく 不愉快に なり だ 

した。 だから 不愉快に なりたい 時 はいつ でも 新聞 を 見 

る ことにき めた。 

四国の Y 港に は ダダの 新吉が 病んで いる。 僕 は あな 

がち 彼の 病気 を 見舞うた めで はない が、 しばらく Y 港 

で 暮らす 決心が ついた ので Y 港へ やって きた。 

Y 港に は S 氏と いう モンス タ ー のよう な ディ レツ タ 

ント がいて、 僕に わがまま を させて くれる というので 



僕 は 行く 気になつ たの だ。 

Y 港へ くると、 早速 九州の 新聞社の 支局の 記者が き 

て、 「大杉 他 二 名」 に対する 感想 を 話しても らいたい と 

いった。 

僕 はどうい つ て いいかわ からない ので 当惑して し 

まった。 

—— 僕 はこの 際な にもい う 気がしません が あなた も 

御 職しょう 柄で おいでの ことです から、 御 推察の 上よ 

ろしい ようにお 書き下さい —— 

といった。 

すると、 僕が 野 枝さん に対して 「愛憎の 念が 交々」 



は 恐らく 少ないで あろ う。 

だから 僕な どはダ ダイ ストに いつの 間に かなって 癩 

にさ わる ひまが あれば、 好きな 本の 一 頁で もよ けいに 

読む か、 うまい 酒の 一杯で もよ けいに 呑む 心掛け をし 

ている の だ、 なんと 素晴らし くも 便利な 心掛けで は あ 

るまい か。 僕の 思想 や 感情の 出発点に 対して 全然 無知 

な 猫 杓子 共 は、 自分の こと を 棚へ あげて 時々 知った か 

振りの 批評が ましい こと を やる が はなはだへ ソ茶 でも 

あり、 気の毒で も ある。 

僕 は 君達の 生活に 指 一 本で も 差そうと はいわない の 

だ。 よけいな おせ ッ かいはしても らいたくな いもの だ- 



野 枝さん と 僕が 初めて 馴れ 染めて からのお もいで を 

十 年 あまり も 昔に かえって やる ことになると、 なかな 

か 小説に しても ながくな るが 今 は 断片に 留めて おく。 

原稿 商売 を していれば こそ こんな こ とも 書かなければ 

ならない のかと 考える と、 まことに 先立つ もの はィャ 

気ば かりだ。 

野 枝さん は 十八で U 女学校の 五 年生だった が、 僕 は 

十ち がいの 二十 八で その 前から そこで 英語の 先生に 雇 

われて いた。 

野 枝さん は 学生と して 模範的じゃなかった。 だから 

成績 も 中位で、 学校で 教える ことな ど は 全体 頭から 軽 



蔑して いるら しかった。 それで 女の 先生 達な どから は 

一般に 評判が わるく、 生徒 間に も あまり 人気 はな かつ 

たよう だ つ た。 

顔 もたいして 美人と いう 方で はなく、 色が 浅黒く、 

服装 はいつ も 薄汚な く、 女の みだしな み を 人並 以上に 

欠いて いた 彼女 は どこから みても 恋愛の 相手に は不向 

きだった。 

僕 を U 女学校に 世話 をして くれた その 時の 五 年を受 

け 持って いた N 君と 僕と は、 しかし 彼女の 天才 的 方面 

を 認めて ひそかに 感服して いた ものであった。 

もし 僕が 野 枝さん に 惚れた としたら、 彼女の 文学的 



才能と 彼女の 野性 的な 美し さに 牽き つけられ たからで 

あった。 

恋愛 は 複雑 微妙 だから、 それ を 方程式に して 示す こ 

と は 出来ない が、 今 考える と 僕らの その 時の 恋愛 はさ 

程 ロマン ティ ックな もので もな く、 また 純な 自然な も 

ので もなかつ たよう だ。 

それ どころ ではなく 僕 は その 頃、 Y —— の ある 酒屋 

の 娘さんに 惚れて いたの だ。 そして その 娘さん も 僕に 

かなり 惚れて いた。 僕 は その 人に 手紙 を 書く こと を こ 

よなき 喜びと していた。 至極 江戸前 女で、 緋 鹿の子の 

手柄 を かけて いいわたに 結った、 黒 エリ を かけた 下 



卒業して 国へ 帰って 半月 も 経たない うちに 飛び出し 

てきた 野 枝さん は、 僕のと ころへ やって きて 身の ふり 

方 を 相談した。 

野 枝さん が 窮鳥で な いまでも、 若い 女から そういう 

話 を 持ち込まれた 僕 はスゲ なく 跳ねつ ける わけに はい 

かなかった。 

親友の N や 教頭の S に 相談して、 ひとまず 野 枝さん 

を 教頭のと ころへ 預ける ことにき めた が、 その 時 は 校 

長 初め みんなが 僕らの 間に 既に 関係が 成立して いた も 

のと 信じて いたらし かった。 そして、 野 枝さん の 出奔 

は あらかじめ 僕との 合意の 上で やった ことのよ うに 考 



だ。 

高々 三十 や 四十の 安月給 を もら つ て 貧弱な 私立学校 

の 教師 を やって おふくろと 妹と を 養って いた 僕 は、 学 

校 を やめれば スグと 困る に はき まった 話な の だ。 僕 は 

だが その 頃もう つくづく 教師が ィャ だった の だ。 僕 は 

これで も 人生の 苦労 は 少年 時代から かなり やって きて 

いるの だ。 十三、 四の 頃 『徒然 草』 を 愛読して 既に 厭 

世 を 志した 程に 僕の 境遇 はよ くなかった の だ。 僕の 頭 

は 由来、 はなはだ メタフィジカルに 出来 あがって いる _ 

だから 満足に 赤門 式な 教育 を 受けて いたら 今頃 は 至極 

ボン クラな プロ フエ ッサァ かなに かにな つていた のか 



も 知れない。 だが、 through ^^-0^ and thin のお 蔭で 

そんな 者に はならずに すんだ の だ。 そのかわり かなり 

我儘な 人間に 生きて きた。 

十九から 私塾の 教師に 雇われて、 二十に 小学校の 専 

科 教師に なって 幾年 か 暮らして いる 間に、 僕の 青春 は 

乾涸び かけて しまった。 二十 三 や 四で もう 先の 年功 加 

俸 だのな にかの 計算 をして 暮らして いるよう な 馬鹿の 

仲間入り をして いたら、 人間 もたいて いやり きれた も 

ので はない。 いくらか 気持ちの のびのびした 私立 女 学 

校へ やって きたが、 一年と は 続かず とうとう 野 枝さん 

という はなはだ 土臭い 襟ァカ 娘の ために いわゆる 生活 



結婚 は 恋愛の 墓場 II 旧い 文句 だが いかにも その 通 

リ、 恋愛の 結末 は 情熱の 最高 調に おいて 男女 相 抱 い て 

死す る こと あるの み。 グズ グズと 生きて、 子供な ど 生 

まれたら 勿論 それ は ザ ッッォ ー ルだ。 だが 人間よ ほど 

幸運に 生まれない 限り、 一生の 中に そんな 恋愛 をす る 

こと はまれ だ。 はなはだしき は 恋愛の レの字 も 知らず 

に 死ぬ 劣等 人種の 方が 世間に はザラ だ。 

僕 は 幸いに して 今な お 恋愛 を 続けて いる。 恐らく こ 

の 恋愛 は 僕の 生きて いる 限り 続く であろう。 野 枝さん 

の 場合 におけるが 如き 蕪雑に して 不自然な もので はな 

く、 僕の 思 想 や 感情が ようやく 円熟し かけて きてから 



の 恋愛な の だから、 遙 かに 高貴で も あり 純一 でも ある。 

それば かり か 僕 は 更に 若く して 豊満なる 肉体の 所有者 

から 愛せられ ている。 彼女 は 僕の ために 一生 を 犠牲に 

供す る 覚悟で いる。 それ を 考える と、 僕 は 無一物の 放 

浪児 では あるが 一 面 なかなかの 幸運児で も あるので あ 

る。 故に 僕 は、 進んで 一 代の 風雲児 を あまり 羨望し よ 

うと はしない の だ。 腹が減って は 恋愛 も 一 向 ふるわな 

くなる。 パンと 酒なければ 恋 また 冷やかな リ羅 馬の ホ 

ラチ ウス は 多分い つた はず だが、 金の 切れ目が 縁の 切 

れ 目なる こと は あにた だに 売女に のみ 限った もので は 

n 尸、 

な レ 



の 名前 を 知らなかった の も 無理 はない。 僕の その ホン 

ャク 書の 出版が 如何に 困難な もので あつたか、 如何に 

バカ 気た 努力 を そのために 費やした か は 序文 に も 

ちょっと 書いて おいた 通り だが、 今でも あの 本が 数十 

版 を 重ねて 愛読 さ れ ている こと を 考える と 僕 もい ささ 

か 心が 慰められる。 

ある 時、 私の 翻訳 中の テキスト —— 即ち 英訳の 

*Man of Genius" を 本郷の 郁文 堂に 預けて 落語 を 聴 

きに 行った ことがあった。 その 時、 僕 は 本箱 も 蔵書 も 

殆ど 売り 尽 して 僅かに 辞書 一 、 二 冊と その ホン ャク中 

の テキスト を 〔# 「テキスト を」 は 底本で は 「テスト を 匕 



と 「伊勢屋」 と 「まわし」 は 今でも ハツ キリと 記憶に 

浮かんで くる。 ひと 工面 をして 出かけた だけの 甲斐が 

あった。 また それだけ 身 を 入れて 聴いた ので もあった 

ろう。 

ながい 間、 それから 色々 な 安 ホン ャクを やって は暮 

らした。 泡 鳴の 仕事の 手伝いな ども やった。 どうして 

暮らして きた か 今でも 不思議な 位な ので ある。 

野 枝さん は そのうち 「動揺」 というな がい 小説 を 書 

いて 有名に なった。 僕の 長男が 彼女のお 腹に いる 時、 

木村荘 太との ィキ サッを 書いた もので、 荘太君 は その 

時 「索引 〔# 「牽引」 と 思われる が、 底本の 通りに する ご 



だ。 仏教 や ャソ教 の 歴史 を 考えても みるがいい。 神様 

を ダシに 使って 殺人 を やった 野蛮人が どれ 程いた か。 

野 枝さん ゃ大杉 君の 死に つ い て 僕 はなん にもい いた 

くない —— あの 日に 僕の K 町の 家 を 尋ねて くれたそう 

だが、 それ は K 町に 大杉 君の 弟さんが いたから、 その 

つ いでに よった ので もあろう。 

野 枝さん は 殺される 少し 以前に、 ァ ルスから 出た 大 

杉 君と 共訳の ファ ー ブルの 自然科学 を まこと 君に 送つ 

て くれた。 それが 野 枝さん のま こと 君に 対する 最後の 

贈り物で、 形見に なった わけ だ。 

僕 はこの 数年、 つまり 野 枝さん とわ かれてから、 まつ 



たく、 わかれてから というより は 解放され てからと 

いった 方が 適切 かも 知れない II 御存知の ような ボへ 

ェム になって しまった。 心機一転して 僕 自身に かえり、 

僕 は 気儘に 生きて きた。 しかし 事 ある 毎に いつも 引き 

合いに 出される の は 借金が いつまでた つ て も 抜け きれ 

ない 感が ある。 恐らく 死ぬ まで また 幾度と なく、 更に 

死んで から も 引き合いに 出される ことだろう。 無法 庵 

はこない だ もまた 十八番の 因縁 を もって 法と すると ェ 

ラ そうな こと をい つて 訣別の 辞 を 残した が、 まったく 

因縁ず くと いう もの はどう も 致仕 方がない。 あき 

ら める より 致仕 方 はない。 



虫で、 ク ヤシが りで、 ャキ モチ屋 で、 ダ ラシが なく、 

経済観念が 欠乏して、 野性 的であった II 野 枝さん。 

しかし 僕 は 野 枝さん が 好きだった。 野 枝さん の 生ん 

だま こと 君 はさら に 野 枝さん よりも 好きで ある。 野 枝 

さんに ど んな 欠点が あろうと、 彼女 の 本質 を 僕 は 愛し 

ていた。 先輩 馬場 孤蝶 氏 は 大杉君 を 「よき 人な りし」 

といって いるが、 僕 も 彼女 を 「よき 人な りし」 野 枝 さ 

ん といいたい。 僕に は 野 枝さん の 悪口 をい う 資格 はな 

ヽ 

レ 

大杉君 も かな リオ シャレ だった よう だが、 野 枝さん 

もい つの 間に か オシ ャレ になって いた。 元来そう で 



つ まらぬ 感情 を 乱費せ ずに すんだ ので もあろう 

( 一 九 二三 年 十 一 月、 四国 Y 港に て) 
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